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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Factors affecting lower limb muscle strength and cardiopulmonary fitness after 
     allogeneic hematopoietic stem cell transplantation 
     （同種造血幹細胞移植後の下肢筋力および心肺機能に影響する因子の検討） 
  
 同種造血幹細胞移植は侵襲の大きい治療であり、しばしば移植期間中・後の身体機能
低下が問題となる。本研究では、同種造血幹細胞移植後の筋力・運動耐容能に影響する
因子の解明を目的とし、脚伸展トルクと心肺運動負荷試験（CPX）時の最高酸素摂取量
（peak oxygen consumption: peak O2）を評価した。脚伸展トルクおよびpeak O2は移
植後有意に低下し、重回帰分析の結果、移植後脚伸展トルクには移植前脚伸展トルク、
急性GVHDグレード、年齢と移植前評価間隔日数が、移植後peak O2には移植前peak  
O2が関与していた。以上から、移植後の身体機能低下の予防には、移植決定後可及的早
期からのリハビリテーション介入により移植前の筋力と心肺機能をできる限り高い状態
としておくことの重要性が示唆された。 
 審査では、様々な移植がある中で同種造血幹細胞移植を対象とした理由が問われ、移
植後に日常生活が困難となる患者を多く診る中で、介入の必要性を感じたためと回答さ
れた。次に原疾患や治療内容が多様であることの影響を問われ、疾患や治療の差で身体
機能への影響は異なり、考慮が必要なこと、多様な移植患者の共通尺度としてdisease 
risk index（DRI）があり、生命予後で見た場合には身体機能よりも疾患のリスク因子が
影響することが回答された。前治療や罹病期間の影響についても問われ、前治療、有害
事象や身体活動量により身体機能は影響を受け、治療期間が長いと隔離により身体機能
低下のリスクが高まると回答された。さらに肺機能障害の影響を問われ、移植前の化学
療法等を反映して肺拡散能が低い患者が多かったが総じて症状はなく、CPXの症候限界
は呼吸よりも筋力や心機能で決定されていたと回答された。評価尺度に脚伸展トルクと
peak O2を選んだ理由が問われ、フィットネスの評価において筋力と運動耐容能は主軸
であり、筋力は転倒予防の観点も含めて下肢の複合運動、中でも安全性の高い等速度運
動時のトルクを、運動耐容能は測定パラメーターが多くゴールドスタンダードとして確
立しているCPXの指標を採用したと回答された。また患者の主観的評価の必要性につい
て問われ、全例ではないがFACT-BMT（Functional Assessment of Cancer Therapy-Bone 
Marrow Transplant）を評価しており、移植直後は身体症状に関するQOLが低く、その改
善後、社会的・活動状況等のQOLが改善すると回答された。リハビリテーションへのコ
ンプライアンスの影響について問われ、訓練の中止はほぼないが、状態により訓練強度
を下げており、低負荷訓練の割合が高いと移植後の身体機能はより低下しうるので患者
の希望で必要以上に負荷を下げないようにすべきであること、移植前の筋力や運動耐容
能の測定値が高い症例は、絶対値で見ると移植後も高い傾向があることが回答された。
これについて移植前の身体機能の改善が直接的に移植後の良好な機能につながると言え
るのかさらなる検討が必要と指摘された。本研究の臨床的意義については、移植決定直
後からの身体活動量の確保とホームプログラムについての教育・啓発の重要性と、リス
ク患者を見極めた上での介入の必要性が示唆されたと回答された。 
 以上、本研究はさらに検討すべき課題が残されているものの、同種造血幹細胞移植後
の身体機能低下の要因を明らかにし、臨床的に意義のある知見を得た点で、リハビリ
テーション臨床上、有意義な研究と評価された。  
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